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含：

アプリケーション例

データシート D3753jp4_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年5月

データシート

HEADlab 第 2 世代の 12 チャンネル電圧/ICP 入力モジュールは、アナログセンサーと ICP 
センサーを接続し、多チャンネルデータ収集が可能です。



概要
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labV12 II はHEADlab第 2 世代のデータ収集用入
力モジュールです。HEADlink 2.0 伝送プロトコ
ルにより、入力モジュールはHEADlink 1.0 と比
較して同じチャンネル数でサンプリングレート
が2 倍です。labV12 II は、HEADlab 第 2 世代の
コントローラー labCTRL II.1 と組み合わせると最
大サンプリングレートが 204.8 kHz です。

10mVから30Vの間で自由にレンジ調整ができま
す。過負荷検出と60Vの優れた電気強度が、測
定セットアップのエラーに対する保護機能を発
揮します。入力モジュールの前面には、ブレー
クアウトケーブルを介してセンサを接続する為
の2つのD-Subソケットにインターフェースが配
列されています。

主なフィーチャー

HEADlab 第 2 世代の入力モジュール

12個のアナログおよびICPセンサーによるデータ収集

204.8kHzの最大サンプリングレート

デュアルリンク (2 本の HEADlink ケーブルで labV12 II と
labCTRL II.1 を接続) により高サンプリングレートで 2 倍
のチャンネル数で測定可能

切替式カップリング:DC、AC、ICP、ICP-DC

測定範囲:0.01VP、0.1VP、1VP、10VP、30VP

推奨下限カットオフ周波数:0.14Hz

高入力インピーダンス:1MΩ

耐電圧:最大60V

アナログハイパスフィルター

  ›   0.14 Hz、1次(ACモードではオフにできません。)

  ›   22 Hz、2次(チャンネルごとに切替可能)

過負荷を検出、影響するチャンネルを自動的に切断

HEAD acoustics による 0 Hz ICP-DC カップリング (地震セ
ンサーによる低周波信号測定等)

labV12 II 入力を HEADlab システムの他のモジュールや
PC インターフェースの入力から電気的に絶縁

コントローラ/フロントエンドからの電源供給

堅牢;コンパクトデザイン;ノイズレス(ファン非搭載)

› 多チャンネルデータ収集

データシート D3753jp4_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年5月

アプリケーション
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詳細
システムサンプリングレート

1 台または複数の labV12 II 入力モジュールを搭載し
た HEADlab システムのシステムサンプリングレート
は自由に調整できます。最大サンプリングレートは
204.8kHzです。

› 2.048 kHz - 131.072 kHz  @32.768 (2n) kHz
› 3 kHz - 192 kHz    @48 kHz
› 3.2 kHz - 204.8 kHz    @51.2 kHz

デュアルリンク

デュアルリンクモードでは、labV12 II は 2 本の
HEADlink ケーブルで labCTRL II.1 コントローラに接
続されます。シングルリンクと比較して、高サンプ
リングレートで2倍のチャンネル数での測定が可能
です。

シングルリンク

シングルリンクモードでは、labV12 II は 1 本の
HEADlink ケーブルでコントローラまたはフロントエ
ンドに接続されます。

モジュール式 HEADlab システム

HEADlab システムは個別に設定したり、コント
ローラー、各種入力モジュール、再生モジュー
ル、電源モジュール、その他のアクセサリーを
使ってカスタマイズすることができます。例え
ば、labV12 IIデバイスを10台接続すると、
labCTRL II.1コントローラで最大120チャンネルの
測定が可能になります。

複数のコントローラーを接続して、より大規模
な HEADlab システムを構築することができます。
LAN 経由の場合、HEADlab システムで使用され
るコントローラーとチャンネルの数は、ネット
ワークの容量と PC の処理能力に依存します。
標準的なPCは、2.048kHzから204.8kHzまでのサ
ンプリングレートで数百チャンネルの録音が可
能です。

第 2 世代と第 1 世代のコントローラーとモ
ジュールは、互いに互換性があります。第1世
代の入力モジュールは、第2世代のコントロー
ラと組み合わせることができ、その逆も可能で
す。ミックス動作では、使用するHEADlink 伝送
プロトコルがコントローラとモジュール間で自
動的に決まります。

データシート D3753jp4_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年5月
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接続

制御 /
電源供給

データ収集

コントローラ / フロントエンドへの接続

HEADlink プロトコル 2.0 (HEADlink ケーブル経由)

› デュアルリンク (HEADlink 1 + HEADlink 2) または
シングルリンク (HEADlink 1)

       › コントローラlabCTRL II.1

› シングルリンク (HEADlink 1)
       › コンパクトシステムlabCOMPACT12 II、
            labCOMPACT24 II 

HEADlink プロトコル 1.0 (HEADlink ケーブル経由)

› デュアルリンク (HEADlink 1 + HEADlink 2)
   シングルリンク (HEADlink 1)
       › コントローラ labCTRL I.2, labCTRL I.1

› シングルリンク (HEADlink 1)
       › ハイエンド 2 チャンネルフロントエンド labHSU
        › ダミーヘッド HMS V
        › コンパクトシステムlabCOMPACT12(-V1)、
          labCOMPACT24(-V1)
        › HEAD VISOR フロントエンド VMA V
        › HEAD VISOR フロントエンド VMA II.1
        › BrakeOBSERVERフロントエンドMMF III.0

データシート D3753jp4_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年5月

センサーの接続

ブレークアウトケーブル/アダプタ経由
     › 電圧/ICPセンサ(TEDS)
     › トライアックスセンサ(Microtech)
     › バイノーラル録音用のモバイルHEADマイク
        BHM III.3
     › アーティフィシャルヘッドHSU III.2
     › バイノーラルヘッドセット BHS II
     › 電源
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技術データ

データシート D3753jp4_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年5月
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データシート D50000jp1 概要_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2023年6月|6||6| データシート D3705jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2023年12月

お問い合わせ

〒240-0005 神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町 134
横浜ビジネスパークウエストタワー 8F

電話：  045-340-2236
Eメール： headjapan@head-acoustics.com
ウェブサイト： www.head-acoustics.com

ICPは PCB Piezotronics Inc.の登録商標です。LEMOはLEMO SAの登録商標です。

ダイナミクス

ダイナミクスの標準的な定義はありません。従って、S/N比の値がコンパクトシステムに与えられています。こ
れは、関係する全周波数範囲で測定された、システムの関連する帯域幅ノイズフロアレベル全体に対する最大変
調を持つ正弦波のレベルに基づいて計算されます。文献では、「ダイナミクス」という用語がS/Nと同じように
使用されていることがありますが、この「動的」値は、多くの場合、固有のノイズの狭帯域計算に基づいていま
す。解析帯域幅により、コンパクトシステムの「動的」値ははるかに高くなります。

アクセサリー

納品アイテム

labVF12 II (Code 3753) 
12 チャンネル 電圧/ICP 入力モジュール HEADlab 第２世代

mailto:eheadjapan@head-acoustics.com
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